
事　業　概　要 要求額 査定額 内容

無電柱化等事業 　京都六花街中最も長い歴史を持つ上七軒（上京北野界わい景観整備地区）において歴史

的風致維持向上計画の一環として行われる翔鸞緯7号線（上七軒通）の無電柱化を始め，

京都市内屈指の観光地として知られる世界遺産清水寺への参道である一般市道松原通（清

水坂），同じく世界遺産慈照寺（銀閣寺）への参道である一般府道銀閣寺宇多野線（銀閣

寺道），世界遺産賀茂別雷神社（上賀茂神社）と御薗橋を結ぶ主要府道京都京北線，五山

送り火「妙」の視点場となる一般市道宝が池通，同じく「左大文字」の視点場となる主要

市道京都環状線（西大路通），節分祭で有名な吉田神道の拠点吉田神社への参道であり沿

道に京都大学のシンボル時計台を有する一般市道東一条通など，京都市内の歴史的，自然

的景観上重要な各路線において，電線共同溝の整備により，景観の保全や快適な通行の妨

げとなっている電柱や架空電線類を取り除き，無電柱化等事業を推進する。

＜成果目標＞

　電線共同溝の整備や架空線整理，電柱・共用照明柱等の美装化など無電柱化等事業を推

進することで，安全で快適な通行空間の確保，歴史的景観の再生，都市景観の向上，安定

したライフラインの確保と情報通信ネットワークの信頼性向上，地震災害時の経路の確保

を実現する。

919,300 386,500

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

建　設　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。
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高瀬川漏水対策調査 　高瀬川は，江戸時代の初期（1611年～1614年）に角倉了以によって，京都の中心部と伏

見を結ぶために物流用に開削された運河であり，開削から大正9年までの約300年間京都・

伏見間の水運に用いられた。平成23年（2011年）に開削着手400年を迎える。

　現在の高瀬川は，石積の護岸と桜並木が京都の代表的な景観を形成しており，市街地の

貴重な水辺空間として親しまれているが，至るところで護岸の損傷及びそれに伴う漏水が

発生しており，下流までの流量確保ができず，良好な水辺空間として維持し続けるのが困

難となっている。

　流量を確保し，防火用水としても役立つ河川を目指し，護岸整備を実施するとともに，

親水空間を整備し，市民や観光客が水辺を身近に感じることのできる環境を創出する。親

水空間には間伐材を使用することにより，環境に配慮した整備をする。

　22年度は，基礎調査として，水量調査，漏水対策工の立案，全体整備構想素案の策定，

整備スケジュールの検討を行う。

＜成果目標＞

　京都市水共生プランの取組みの1つである，良好な水環境の実現，ゆたかな水文化の創

造を目指す。

8,500 3,000

□要求どおり

□積算内容精査

■事業内容精査

都市緑化事業（街路樹
整備）

“街路樹に被われた「道路の森」づくり”として，低木の植栽のみの中央分離帯に，新た
に高木を植栽することにより都市緑化の推進を図る。
　平成22年度については，川端通（今出川通～冷泉通の約1,500ｍの区間）及び北大路通
（東大路通～叡山電鉄の約300ｍの区間）においてケヤキ及びサルスベリを植栽していく
ものである。
＜成果目標＞
都市緑化の推進を図る。

25,000 25,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

市民の記念植樹奨励制
度

緑の基本計画に基づく市民及び事業者と行政との協働による緑化推進の取組の一環とし
て，結婚，出産，企業の創立等の記念に，市民等から出資を受け，公園，道路等に，本市
が記念植樹を行う。
＜成果目標＞
市民の緑への関心や愛着を形として表し，市民との協働で潤いある緑豊かなまちづくりを
実現することを目的とする。

1,700 1,700
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。


